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ま
で
よ
い
の
か
。
私
達
が
、
今
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
、
こ
の
豊
か
な
自
然
と

共
存
・
共
栄
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く

感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
皆
様
と
と
も

に
、
環
境
問
題
を
真
剣
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
二
十
一
世
紀
は
福
祉
の
時
代

で
あ
り
ま
す
。
福
祉
の
原
点
は
、

お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
が
幸
せ
で
あ
る

こ
と
。

地
域
に
あ
っ
て
お
互
い
が
理
解
し
あ

う
こ
と
。

健
康
な
心
身
を
持
つ
こ
と
。

相
互
扶
助
精
神
。

で
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
理
解
を
い
た
だ

け
る
福
祉
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

さ
て
、
二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
は
、

地
方
分
権
、
地
方
主
権
の
推
進
で
あ
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新
し
い
時
代
　
二
十
一
世
紀
の
初

春
を
迎
え
、
謹
ん
で
皆
様
に
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

新
世
紀
の
新
春
の
想
い
は
、
格
別

で
あ
り
、
歴
史
の
足
音
を
感
ず
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
日
の
経
済
活
動
、
私
達
の
日
常

生
活
の
何
を
と
っ
て
も
国
際
化
の
時

代
、
特
に
情
報
の
国
際
化
、
Ｉ
Ｔ

（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
）
の
時
代
で
す
。
特
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
パ
ソ
コ
ン
通
信
技
術
の
向
上

と
、
時
代
の
激
流
・
変
化
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
情
報
基
盤

の
整
備
を
進
め
、
学
校
教
育
な
ど
に

活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

環
境
問
題
・
ゴ
ミ
問
題
も
国
際
化

の
時
代
と
い
え
ま
す
。
目
に
は
見
え
ま

せ
ん
が
、
河
川
も
海
も
大
気
も
こ
の
ま

玉城町長

り
、
行
財
政
改
革
と
も
に
、
市
町
村

合
併
、
広
域
生
活
創
造
圏
の
論
議
が

始
ま
り
ま
す
。
明
治
の
維
新
、
昭
和

三
〇
年
戦
後
の
行
政
改
革
、
そ
し
て

平
成
の
改
革
、
ま
さ
に
歴
史
的
転
換

期
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
我
が
町
を
愛

す
る
相
互
の
絆
、
将
来
に
夢
を
持
っ

た
論
議
が
必
要
で
あ
り
、
若
い
世
代
、

青
少
年
に
夢
を
託
せ
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
最
善
の
策
を
検
討
い
た

し
ま
す
。

様
々
な
事
が
あ
り
ま
す
が
「
夢
と
ロ

マ
ン
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
胸
に
、

皆
様
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
世
紀
へ
決
意
を
新
た
に
、
玉
城

町
の
将
来
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈

念
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
21
世
紀
の
輝
か
し
い
新

年
を
希
望
と
期
待
を
持
っ
て
迎
え
ら

れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か

ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
は
急
激
な
情
報
化

の
進
展
と
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や

経
済
構
造
の
変
化
と
国
民
の
価
値
観

や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
、
構
造

的
な
変
化
に
直
面
し
て
お
り
、
新
た

な
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
住
民
に

最
も
身
近
な
総
合
的
行
政
主
体
で
あ

る
地
方
公
共
団
体
は
、
豊
か
で
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
下

水
道
な
ど
の
生
活
関
連
施
設
の
整
備

を
は
じ
め
、
玉
城
町
の
活
性
化
、
災

害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
介

護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
、
総
合

的
な
社
会
福
祉
施
設
な
ど
、
積
極
的

に
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
密
着
し

た
行
政
が
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主

的
な
判
断
と
責
任
に
お
い
て
決
定
し
、

実
施
し
得
る
真
の
分
権
型
行
政
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
玉
城
町
に

お
い
て
も
さ
ら
な
る
事
務
の
増
大
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
権
限
や
税
財
源
の
移

譲
を
推
進
し
、
分
権
改
革
の
歩
み
を

さ
ら
に
確
固
た
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
玉
城
町
議
会
も
決
意
を

新
た
に
、
地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
、

そ
の
責
務
と
役
割
の
重
大
さ
を
深
く

自
覚
し
、
清
新
で
活
発
な
議
会
活
動

を
通
じ
て
、
行
財
政
改
革
の
徹
底
と

議
会
の
活
性
化
を
図
り
、
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
地
方
自
治
の
確
立
に
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

玉城町議会議長

田丸城跡の曙
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一戸建ての場合� 例えばテレビが3台ある場合�

集合住宅の場合� 例えば6戸のアパートの場合�

ホームターミナルとは�
ケーブルテレビ用�
チューナーです。�

宅内配線は今までの�
ものを使用します。�

アンテナ�
不要�

オーナー（管理相合）責任�

※校内のテレビ配線がそのまま利用できる場合に限ります。�

引込端子引込端子�

引込線�

保安器保安器�

引込端子�

保安器�

引込端子引込端子�

引込線引込線�引込線�

保安器保安器�

引込端子�

保安器�

ケーブル�
テレビ用�
ブースター� 分配器�

分配器�

ホーム�
ターミナル�

ブースター�

ホームターミナル�

ホームターミナル�

ホームターミナル�

ホームターミナル�

ホームターミナル�

ホームターミナル�

ケーブルテレビ責任�

アンテナ�
不要�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）

は
、
一
般
の
テ
レ
ビ
放
送
の
よ
う
に

テ
レ
ビ
電
波
を
屋
外
ア
ン
テ
ナ
で
受

信
し
て
見
る
方
法
と
は
違
い
、
各
家

庭
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
と
を
直

接
ケ
ー
ブ
ル
（
光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
）

で
結
ん
で
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
で
送
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
二
重
画
像
や
画
面
の

ち
ら
つ
き
も
な
く
な
り
、
鮮
明
な
テ

レ
ビ
画
像
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。
そ
の
う
え
、
多
く
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
放
送
の
受
信
も
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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▼
地
域
情
報
を
提
供
し
ま
す

伊
勢
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

放
送
し
て
い
る
番
組
は
①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や

民
放
な
ど
の
一
般
放
送
と
地
域
情
報

番
組
な
ど
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
②
衛
星

放
送
、
そ
れ
に
ス
ポ
ー
ツ
・
映
画
・

音
楽
番
組
な
ど
28
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
あ

わ
せ
て
38
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
な
り
ま
す
。

な
か
で
も
地
域
情
報
番
組
で
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ら
で
は
の
地
元
の
話

題
を
放
送
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
玉

城
町
単
独
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
局
し
、

今
後
、
文
字
放
送
や
議
会
中
継
の
放

映
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
利
用
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
テ
レ
ビ
放

送
だ
け
で
な
く
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

網
を
利
用
し
て
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
』

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
快
適
・

快
速
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
持
つ
双
方

向
・
大
容
量
機
能
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
次
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
情
報
基
盤
の
充
実

テ
レ
ビ
の
難
視
聴
の
解
消
、
多
チ

ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
や
ケ
ー
ブ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

よ
る
情
報
基
盤
の
整
備
・
充
実
が
図

ら
れ
ま
す
。

▼
情
報
公
開
の
促
進

将
来
、
各
市
町
村
が
広
域
的
に
専

用
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
保
有
す
る
こ
と
で
、

行
政
情
報
、
議
会
中
継
、
防
災
、
福

祉
、
教
育
な
ど
の
公
共
的
な
利
用
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

▼
健
康
福
祉
の
増
進

健
康
相
談
・
独
居
老
人
の
安
否
確

認
・
そ
の
他
遠
隔
操
作
に
よ
る
健
康

診
断
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

▼
地
域
振
興
の
促
進

ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造

や
産
業
の
誘
致
な
ど
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

現
在
、
加
入
手
続
き
、
利
用
料
金

な
ど
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
追
っ
て
詳
細
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
関
す
る

詳
し
い
こ
と
は
、
町
総
務
課
公
室
TEL

５
８
・
８
２
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ：

有
線
で
テ

レ
ビ
放
送
等
の
映
像
・
音
声
・

デ
ー
タ
ー
を
双
方
向
で
送
受
信

す
る
シ
ス
テ
ム
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

（C
able

Television

）
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ン
テ
ナ
・
テ

レ
ビ
の
略
で
、
テ
レ
ビ
放
送
の

共
同
受
信
施
設
を
含
め
た
有
線

テ
レ
ビ
の
総
称
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト：

共
通
の
通

信
仕
様
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
た
、

全
世
界
に
ま
た
が
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
合

体
。
１
９
６
９
年
に
米
国
防
総

省
が
構
築
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
端
を
発
す
る
。

光
ケ
ー
ブ
ル：

光
に
よ
り
情
報

を
伝
達
す
る
線
材
で
、
高
速
の

デ
ジ
タ
ル
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
現

在
、
情
報
通
信
の
基
盤
の
主
流

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク：

網
状
の
組
織

を
い
う
。（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
端

末
を
相
互
に
接
続
し
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
演
算
能
力
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
な
ど
の
共
有
・
相
互
利
用

を
行
う
こ
と
）
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伊
勢
広
域
清
掃
組
合
内
に
あ
る
伊

勢
広
域
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
運
営

委
員
会
西
村
雄
輔
会
長
）
で
は
、

昨
年
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
行
事
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
小
中
学
生
を
対
象

に
「
ご
み
を
減
ら
す
・
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
・
環
境
を
守
る
」
な
ど
を
テ

ー
マ
に
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
金
賞
に
は
中
野
絵

梨
さ
ん
（
外
城
田
小
学
校
６
年
）、

銀
賞
に
田
所
史
帆
さ
ん
（
同
校
６

町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

を
町
保
健
福
祉
会
館
に
招
い
て
11
月

19
日
、「
お
楽
し
み
昼
食
会
」
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
昼
食
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

虹
の
会
（
井
上
傳
吉
代
表
　
会
員
58

名
）
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
中
村

勝
臣
会
長
）
が
共
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
６
回

目
。
中
瀬
町
長
、

中
村
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
こ

の
日
参
加
し
た
19

人
の
お
年
寄
り
と

一
緒
に
記
念
撮
影

が
行
わ
れ
た
後
、

会
食
、
ゲ
ー
ム
な

ど
を
し
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

虹
の
会
は
、
９

年
前
に
結
成
以
来

75
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄

り
に
、
毎
月
第

１
・
３
日
曜
日
に

昼
食
を
お
届
け
す

る
な
ど
、
町
内
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
４
団
体
と
と
も
に
ご
活
躍
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

TEL
５
８
・
６
９
１
５
へ
お
願
い
し

ま
す
。

タウンレポート

年
）、
銅
賞
に
福
井
あ
り
さ
さ
ん

（
同
校
２
年
）、
内
山
翔
矢
さ
ん
（
同

校
６
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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▲金賞の中野絵梨さんの作品

銀賞の田所史帆さんの作品

▲

お楽しみ昼食会のようす
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動
車
タ
イ
プ
の
車
い
す
送
迎
車
で
、

車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
乗
降
で
き
る

電
動
リ
フ
ト
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
狭
い
道

で
入
り
込
め
な
い
お
宅
も
送
迎
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

サ
ー
ビ
ス
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
に

な
り
た
い
方
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

総
合
的
・
広
域
的
な
防
災

体
制
の
確
立
を
め
ざ
し
て
防
災

訓
練
や
災
害
時
の
避
難
訓
練
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ほ
ど
災
害
時
に
必
要
と
な
る

防
災
用
具
、
非
常
用
生
活
品

な
ど
を
蓄
え
る
た
め
の
防
災
倉

庫
を
有
田
小
学
校
体
育
館
横

に
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
れ
を
機
に
、
有
田
地

区
に
小
型
ポ
ン
プ
を
搭
載
し
た

消
防
車
も
配
備
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
13
年
度
以
降
も

引
き
続
き
外
城

田
・
下
外
城
田
地

区
に
防
災
倉
庫
な

ど
の
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

防
災
関
係
に
関

す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
町
総
務
課

TEL
５
８
・
８
２
０

０
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

タウンレポート

昨
年
９
月
に
誕
生
し
た
女
性
消
防

団
員
（
４
名
）
は
、
火
災
予
防
の
啓

発
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
に
使
用
す
る
制
服
・
制
帽
な

ど
は
す
べ
て
、
婦
人
消
防
隊
に
よ
る

安
全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
の
一
環
で
、
全
国
自
治
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
、
受

け
入
れ
ら
れ
る
宝
く
じ
事
業
収
入
の

財
源
を
生
か
し
、
そ
の
助
成
を
受
け

購
入
し
た
も
の
で
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
、
現
在
ワ
ゴ
ン
車
タ
イ
プ
の

車
い
す
送
迎
車
２
台
を
利
用
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
心

身
障
害
者
小
規
模
授
産
施
設
共
同
作

業
所
「
末
芳
園
」（
杉
本
彊
施
設

長：

下
田
辺
）
か
ら
軽
自
動
車
タ
イ

プ
の
車
い
す
送
迎
車
１
台
を
お
借
り

し
、
共
同
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

お
借
り
す
る
車
両
は
、
中
日
新
聞

社
会
事
業
団
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
軽
自

共
同
利
用
す
る
送
迎
車

小型ポンプを搭載した消防車

防災倉庫

作業服と制服



町
で
は
、
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
を
お
持
ち

で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
家
庭
に
通
学
費
、
学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
、
給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

次
の
認
定
基
準
に
該
当
し
、
援
助
を
希
望
さ
れ
る
ご

家
庭
は
、
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
、
ま
た
は
各
学

校
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
認
定
基
準

前
年
度
ま
た
は
本
年
度
に

①
生
活
保
護
の
廃
止
ま
た
は
停
止

②
町
民
税
の
非
課
税
ま
た
は
減
免

③
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
猶
予

④
児
童
扶
養
手
当
支
給

の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
受
け
た
家
庭
が
基
準
対
象
と

な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
職
業
が
不
安
定
で
学
校
納
付
金
の
減
免
を

受
け
て
い
る
な
ど
、
生
活
状
態
が
困
窮
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
家
庭
。

な
お
、
事
務
の
手
続
き
上
２
月
28
日
（
水
）
ま
で
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

て
「
ふ
る
さ
と
玉
城
」
の
よ
さ
を
見
つ
め
直
し
た
い
と
、

今
年
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

楽
し
く
元
気
の
出
る
お
芝
居
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

１
月
21
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

５
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）

▼
内
容

第
１
部
下
外
城
田
小
学
校
演
劇
ク
ラ
ブ
と
有

志
に
よ
る
構
成
劇
「
わ
れ
ら
元
気
な
玉
城
っ
子
」。
第
２

部
た
ま
き
演
劇
愛
好
会
の
創
作
劇
「
玉
城
に
降
り
た
山

姥
た
ち
」

詳
し
く
は
、
代
表
の
下
外
城
田
小
学
校
中
北
教
諭
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［町内版］
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平
成
12
年
11
月
24
日
ま
で
に
次
の
工
事
事
業
者
を
新

た
に
指
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
蔵
前
設
備

三
重
県
松
阪
市
西
之
庄
町
110-

22

TEL
０
５
９
８
・
２
１
・
２
３
０
９

▼
羽
根
工
業

三
重
県
伊
勢
市
朝
熊
町
１
４
６
８-

５

TEL
０
５
９
６
・
２
０
・
６
２
３
３

ま
た
次
の
工
事
事
業
者
の
住
所
・
電
話
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼（
有
）中
部
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

三
重
県
伊
勢
市
柏
町
８
番
地
１

TEL
０
５
９
６
・
３
７
・
４
７
１
９

玉
城
ふ
る
さ
と
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

と
下
外
城
田
小
学
校
演
劇
ク
ラ
ブ
で
は
、
演
劇
を
通
し

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

TEL
５
８
・
８
２
１
２

下
外
城
田
小
学
校
　
中
北
教
諭

TEL
５
８
・
３
３
３
３

EVENT GUIDE

玉城おはなしキャラバン、1月の予定は次のとおりです。時間はいずれも午後4時から午後4時30分まで。
【1月17日】下外城田地区・山岡公民館
【1月24日】有田地区・日向公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL 58-4600へお尋ねください。
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町
福
祉
課
　
TEL
５
８
・
８
２
０
３

－さえの神と地蔵－

128

巨石信仰由来の黄泉平坂（よもつひらさか）は冥界
（めいかい）からの死魔を防ぐこの世の塞（さえ）で
あった。塞は境で境界であるというので坂の上や峠や
辻や村境が塞にみたてられて悪霊や病魔を防ぐサヘノ
カミ道祖神がまつられるようになった。この信仰は仏
教の冥界思想と習合し、地獄と極楽の境といわれサイ
の河原をさまよう亡者を救う地蔵信仰にもなっていっ
た。

【幸神】（さいのかみ）

矢野・蚊野・原道があつまる積良の小高い森に猿田
彦神を祭神とする幸神がまつられている。

『記紀』の神話の天孫降臨の中に、猿田彦神は自
ら「ちまたの神」と名乗って天孫の道案内にたたれた
とされ、猿田彦神は旅路の神・道案内の神とされ、ヤ
チマタヒコ・ヤチマタヒメの神格が生まれた。「ちま
た」は道の分かれるところ、分岐点のことで、村内へ
邪霊が入り込むのを防ぐ塞の神とされるようになった。

江戸時代には各地に幸神社がまつられ、湯田・門
前・久保の氏神境内にも八衢比古（ヤチマタヒコ）・
八衢比女（ヤチマタヒメ）を祭神に幸神社が同座して
いた。

積良のサイノカミさんは近郷にきこえた古い神社で
起源はわからない。猿田彦の猿にちなんで初申（さ
る）の日に大祭が行われ、子授け・安産・成長・除
災を願う人々でにぎわい、境内の井戸水は神水で杓に
くんだ水にはっきり顔が映ると必ず子宝が授かるとい
われていたが、今は埋められて水道になって古風は失
われた。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書
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家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

寝
た
き
り
・
寝
か
せ
き
り
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
？
加
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
は
低
下
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
場
・
仲
間
作
り
の
場
と
し

て
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程

１
月
12
日
（
金
）
・
25
日
（
木
）

２
月
９
日
（
金
）
・
22
日
（
木
）

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
内
容

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
軽
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
に
よ
る
機
能
チ
ェ
ッ
ク
・
機
能

訓
練
指
導
な
ど
（
指
導
者：
理
学
療
法
士
　
高
山
文

博
・
梅
村
奈
実
、
作
業
療
法
士
　
松
田
彰
子
）

▼
対
象

脳
血
管
疾
患
、
そ
の
他
の
疾
病
等
に
よ
り
在
宅

で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
望
む
方
、
ま
た
、
必
要
と
さ
れ
る
方
。

※
ご
希
望
の
方
は
町
保
健
福
祉
会
館
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

＊
ご
希
望
の
方
は
町
保
健
福
祉
会
館
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

TEL
５
８
・
８
０
０
０

１
月
19
日
（
金
）

▼
時
間

９
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
料
金

３
０
０
円

＊
ご
希
望
の
方
は
町
保
健
福

祉
会
館
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

TEL
５
８
・
８
０
０
０

１
月
30
日
（
火
）

▼
受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
料
金

乳
が
ん
１
０
０
０
円
　
子
宮
が
ん
６
０
０
円

＊
ご
希
望
の
方
は
町
保
健
福
祉
会
館
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

TEL
５
８
・
８
０
０
０

２
月
６
日
（
火
）

▼
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
10
時
30
分

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
料
金

９
０
０
円
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伊
勢
市
お
よ
び
（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
三
重
事
務

所
で
は
、
子
育
て
の
経
験
を
生
か
し
、
子
育
て
の
手
助

け
を
行
う
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
全
講
座
修
了
者
で
希
望
す
る
方
は
、「
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
財
団
に
登
録
で
き
ま
す
。

▼
日
時

２
月
１
日
（
木
）
・
８
日
（
木
）

16
日
（
金
）
・
23
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア

３
階
文
化
交
流
室

▼
定
員

40
人

▼
内
容

左
表
の
と
お
り

▼
講
師

小
児
科
医
、
保
健
婦
、
保
育
士
、
栄
養
士
、

救
急
救
命
士
の
み
な
さ
ん

▼
参
加
料

無
料

▼
申
し
込
み
な
ど

１
月
18
日
か
ら
伊
勢
市
女
性
課
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

三
重
県
相
撲
連
盟
で
は
、
少
年
の
体
力
向
上
と
相
撲

人
口
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
相
撲
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
の
で

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
学
年

小
中
学
生

▼
受
講
料

年
間
１
万
円

▼
開
講
日
時
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
後
５
時
30
分
〜
８

時▼
指
導
ス
タ
ッ
フ

尾
崎
泰
祐
（
日
大
相
撲
部
Ｏ
Ｂ
）、

浜
口
政
照
（
日
体
大
相
撲
部
Ｏ
Ｂ
）、
野
村
文
弘
（
立

命
大
相
撲
部
Ｏ
Ｂ
）
ほ
か

申
し
込
み
等
、
詳
し
く
は
事
務
局
尾
崎
泰
祐
さ
ん

（
伊
勢
市
浦
口
）、
TEL
２
４
・
５
０
４
３
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
町
福
祉
事
業
に
と
、
Ｙ
Ｇ
Ｃ
様
か
ら
４
万
円
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
中
西
藤
平
・
み
津
さ
ん
の
ご
遺
族
（
中
西
和
子
）
様
か
ら
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
30
万
円
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
町
福
祉
事
業
に
と
、
町
商
工
会
（
第
５
回
玉
城
町
商
工
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
大
会
）
様
か
ら
４
５
、
５
０
０
円
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
町
福
祉
事
業
に
と
、

ハ
ー
ブ
ピ
ア
の
仲
間
達

様
か
ら
3
万
円
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
町
福
祉
事
業
に
と
、
町
最
高
齢
者
で
あ
っ
た
小
林
や
す
ゑ
さ
ん

の
ご
遺
族
（
小
林
正
彦
）
様
か
ら
30
万
円
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。

伊
勢
市
女
性
課
　
TEL
２
１
・
５
５
１
３

2
／
1（
木
）

2
／
8（
木
）

2
／
16（
金
）

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え

・
子
ど
も
の
心
と
身
体
の
発
達

・
病
気
の
子
ど
も
の
世
話

・
ほ
乳
と
食
事

・
子
ど
も
の
遊
び
と
遊
ば
せ
方

・
子
ど
も
の
安
全
と
病
気

・
緊
急
時
の
対
策
と
応
急
処
置

・
病
児
の
食
事

・
子
ど
も
の
者
社
会
性
と
生
活
習
慣

・
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に

伊
勢
事
務
局
尾
崎
さ
ん

TEL
２
４
・
５
０
４
３

2
／
23（
金
）

ハーブピアと仲間達のみなさん
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町税務課では、給与所得者還付用申告書や公的年金等申告書の
記入の仕方について次のように説明会を開催します。

▼日時　平成13年２月５日（月） 午後２時

▼場所　改善センター多目的ホール

▼対象者
①平成12年中に支払った医療費が10万円以上（もしくは所得の
５％以上）あった方
②家屋を新築または増築された方で住宅借入金等特別控除を受け
られる方
③会社を途中で退職された方で年末調整をしていない方
④給与所得が２か所以上あり年末調整等で合算されていない方
⑤給与・年金所得者で年末調整以後扶養控除、生命保険料控除、
損害保険料控除等を新たに申告される方、または変更される方
以上の内容に該当し申告の仕方、記入の仕方がわからない方は
ぜひ参加してください。
▼ご持参いただくもの
源泉徴収票、医療費の領収書、生命保険料・損害保険料の支払
証明書等、筆記用具、計算機、印鑑、金融機関の口座番号など
また、住宅借入金等特別控除を受けられる方は登記簿謄本、年
末残高証明書、家屋（土地）の価格がわかるもの、住民票などが
別途必要です。
▼その他
参加を希望される方は平成13年１月22日（月）までに町税務
課へご連絡ください。参加人数によって会場が変更になる場合が
ありますのでご了承ください。詳しくは、町税務課へお問い合わ
せください。

●サラリーマンの確定申告
大部分のサラリーマンは、年末調整によってその年の所得税の
納税が完了しますので、改めて確定申告をする必要はありません。
しかし、サラリーマンでも確定申告をしなければならない場合
や、確定申告をしなくてよい方でも確定申告をすると源泉徴収さ
れた所得税が還付される場合があります。
▼確定申告しなければならない場合
①給与の収入金額（年収）が、2000万円を超える方
②給与所得や退職所得以外の所得金額が20万円を超える方
③給与を２か所以上からもらっている方
▼確定申告をすると所得税が還付される場合
①マイホームを住宅ローンなどで取得した方
②多額の医療費を支払った方
③風水害、地震などの災害によって、住宅や家財などに損害を受
けた方
④年の途中で退職し、再就職していない方
＊これ以外にも確定申告をしなければならない場合、所得税が還
付される場合があります。

●申告書は自分で書いてお早めに
確定申告書は、「所得税の確定申告の手引き」や「申告書の書
き方」などを参考にし、できるだけ自分で書いてみましょう。
提出は、郵送でもできます。記載事項や添付書類をご確認の上、
管轄の税務署までお早めにお送りください。
また、平成12年分の所得税の確定申告から、申告書（一般用・
年金用・分離用）の用紙が、コンピュータで文字を読みとる
「OCR様式」に変更になりますのでご注意ください。
所得や税額の計算の仕方、申告書の書き方などご不明な点があ
りましたら、お気軽に伊勢税務署TEL 28・3191へお問い合わせく
ださい。

最
低
賃
金
は
全
産
業
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
実
効
性
を
保
つ
た
め
、
賃
金
や
物
価

等
の
動
向
に
応
じ
て
ほ
ぼ
毎
年
改
正
さ
れ
、
低
賃
金
労

働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
働
く
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ

ー
ト
労
働
者
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
で
す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
事
業
所
に
お
け

る
賃
金
額
を
確
認
し
「
最
低
賃
金
額
」
を
下
回
ら
な
い

よ
う
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

県
内
の
最
低
賃
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

三
重
労
働
局
賃
金
室

TEL
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
８

●三重県内の最低賃金

最低賃金名（効力発生日）

産
業
別
最
低
賃
金
（
平
成
12
年
12
月
15
日
）

最　低　賃　金　額
日　　額

5,300円 663円
5,664円 709円
5,824円 728円
5,907円 739円
6,006円 751円
5,990円 749円
6,037円 755円
5,839円 730円
6,156円 771円

時間額
三　重　県　最　低　賃　金
（平成12年10月1日）

紡　　　　　績　　　　　業

ガラス・同製品製造業

銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳鉄管製造業

電線・ケーブル製造業

洋食器・刃物・手道具・金物類製造業

一般機械器具製造業

電気機械器具製造業

自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業、舶
用機関製造業、その他の輸送用機械器具製造業
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自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は
、
自
動
車
事
故
の
発

生
の
防
止
と
事
故
に
よ
る
被
害
者
を
保
護
す
る
目
的
で

設
立
さ
れ
た
政
府
機
関
で
す
。
交
通
遺
児
に
対
す
る
育

成
資
金
の
貸
付
と
、
重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る
介
護

料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の
貸
付

▼
貸
付
対
象
者：

自
動
車
事
故
に
よ
り
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
り
、
働
き
手
が
重
度
の
後
遺
障
害
者
と
な
っ
た

た
め
、
生
活
に
お
困
り
の
ご
家
庭
の
０
歳
か
ら
中
学
卒

業
ま
で
の
お
子
さ
ん

▼
貸
付
金
額：

開
始
一
時
金
15
万
５
０
０
０
円
、
毎
月

２
万
円
、
入
学
支
度
金
４
万
４
０
０
０
円

▼
利
子：

無
利
子

▼
返
還
方
法：
中
学
校
卒
業
１
年
間
据
置
20
年
の
年
賦

ま
た
は
月
賦
（
高
校
・
大
学
在
学
中
は
返
還
猶
予
の
制

度
が
あ
り
ま
す
）

●
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
の
支
給

▼
支
給
対
象
者：

自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
の
後
遺
障

害
の
た
め
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人

▼
支
給
金
額：

日
額
４
５
０
０
円
、
自
宅
療
養
の
看
護

婦
、
准
看
護
婦
、
家
政
婦
等
以
外
の
者
の
介
護
を
受
け

て
い
る
場
合
２
２
５
０
円

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ

ー
三
重
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
「
大
学
入
学
資
格
検
定
」（
大
検
）

は
、
８
月
１
日
か
ら
４
日
間
、
三
重
県
庁
講
堂
で
行
わ

れ
２
７
９
人
が
出
願
受
験
し
、
１
２
０
人
が
合
格
し
ま

し
た
。

今
年
は
、
制
度
改
定
に
よ
り
年
２
回
の
大
検
実
施
、

受
検
科
目
減
な
ど
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
新
改
定
の
理

解
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
、
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▼
開
会
日
時

１
月
27
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
場
所

四
日
市
総
合
会
館
・
８
階
第
４
会
議
室
（
市

立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
）TEL
０
５
９
３
・
５
４
・
８
２
９
２

参
加
費
用
は
、
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
会
場
準
備
の

都
合
か
ら
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
教
育
制
度
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
三
重
支
所

TEL
０
５
９
・
２
２
５
・
１
０
０
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
教
育
制
度
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

TEL
０
１
２
０
・
５
５
５
・
０
１
８

ご
み
の
収
集
業
務
を
行
っ
て
い
る
菊
狭
間
環
境
整
備

施
設
組
合
で
は
清
掃
事
業
職
員
を
次
の
よ
う
に
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
予
定
人
員

若
干
名

▼
受
験
資
格

①
昭
和
40
年
４
月
２
日
か
ら
57
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事
項
）
に
該
当
し

な
い
方

▼
受
験
手
続
き

①
組
合
職
員
採
用
選
考
試
験
申
込
書
（
菊
狭
間
組
合

備
え
付
け
）、
履
歴
書
（
市
販
可
、
３
ヶ
月
内
撮
影
の
写

真
貼
付
、
健
康
診
断
書
）
を
菊
狭
間
組
合
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い

②
受
付
期
間
　
平
成
13
年
１
月
15
日（
月
）〜
24
日（
水
）

▼
選
考
試
験

作
文
試
験
お
よ
び
面
接
（
日
程
場
所
、

時
間
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
）

▼
合
格
発
表

２
月
中
旬
頃
合
格
者
に
通
知

▼
採
用
予
定

平
成
13
年
４
月
１
日
付

そ
の
他
、
詳
し
く
は
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 菊

狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合

TEL
３
７
・
０
６
７
６
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From Okinawa Tamagusuku Village

カ
ジ
マ
ヤ
ー
の
お
祝
い

今年、玉城村内でカジマヤー（96歳のお祝い）を
迎えた方は、7名でした。
東恩納ツルさんは、明治37年6月3日生まれ。戦後
の混乱を乗り越えて今では子供5人、孫23人、曾孫
39人経67人の頂点にたつ。聞くところによるとなん
と80歳中頃まで、キビ倒しや農作業等をしていたと
いう元気なお婆さんです。
道ズネーでは大勢の区民がそれぞれの衣装を身にま
とい、集落を周り、踊り野望術などを披露して祝いま
した。ツルさんは「みんなが祝ってくれて嬉しい」と
話していました。

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111

12 城あとに夢を築くまちたまき 2001- 1

たまぐすく

平成13年4月から、繰り上げ請求の
減額率の計算方法が変わり、これまで
の年単位を1ヶ月とし、１ヶ月につい
て0.5％の減額率となります。
また、66歳以降に繰り下げて、増額
した年金を受けることもできますが、
繰り下げた場合の増額率等についても
改正されます。

なお、この改正は、昭和16年4月2
日以降生まれの方が適用となります。
（平成13年4月1日以降に60歳になる方）
昭和16年4月1日以前生まれの方は、
現行の減額率等が適用となります。

詳しくは、町住民課へお問い合わせ
ください。

●繰り上げ請求・繰り下げ請求の支給率

請求時年齢 支給率
60歳 58%
61歳 65%
62歳 72%
63歳 80%
64歳 89%
65歳 100%
66歳 112%
67歳 126%
68歳 143%
69歳 164%
70歳 188%

率は年単位で変わります。
昭和16年4月1日以前生まれの方は
来年度以降も減額率等は現行どおり
なります。

【現行】

請求時年齢 支給率
60歳到達月 70%
61歳　〃　 76%
62歳　〃 82%
63歳　〃 88%
64歳　〃 94%
65歳　〃　 100%
66歳　〃 108.4%
67歳　〃 116.8%
68歳　〃　 125.2%
69歳　〃 133.6%
70歳　〃 142.0%
率は月単位で変わります。
率の計算式は下記のとおりです。
繰り上げ減額率＝0.5％×繰り上げた月数
繰り下げ増額率＝0.7％×繰り下げた月数
例えば…61歳3ヶ月で繰り上げ請求すると
0.5％×45ヶ月＝22.5％が減額率となり
支給率は77.5％です。

【改正後】（昭和16年4月2日以後
生まれの方が対象）

痴
呆
で
お
悩
み
の
方
、
病
院
に
行
く
ほ
ど
で
は
な
い

が
気
に
な
る
症
状
が
で
て
き
た
の
で
心
配
と
い
う
方
、

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
知
り
た
い
方

等
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
制
・
無
料
・

秘
密
厳
守
い
た
し
ま
す
。）

▼
日
時

２
月
１
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
場
所

伊
勢
庁
舎（
伊
勢
保
健
所
）
１
階
　
相
談
室

▼
相
談
員

松
阪
厚
生
病
院
老
人
性
痴
呆
疾
患
セ
ン
タ

ー
医
師
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
看
護
婦

な
お
、
事
前
に
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
南
勢
志
摩
県
民
局
保
健
福
祉
部
企
画
総
務
グ
ル
ー

プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南
勢
志
摩
県
民
局
保
健
福
祉
部
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

TEL
２
７
・
５
１
３
６
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今月の表紙

◆人の動き（平成12年12月1日現在）
●人口　14,524人（＋32人）
●男　7,098人（＋13人）
●女　7,394人（＋13人）
●世帯数　4,242世帯（＋11世帯）
（ ）は11月1日以降の増減

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課（村山龍平記念館） TEL 58 - 8212
●社会教育課（改善センター） TEL 58 - 6331
■玉城病院 TEL 58 - 3039
■老人保健施設 TEL 58 - 3770
（ケアハイツ玉城）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
■ふるさと味工房 TEL 58 - 8686
■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■南勢広域斎場 TEL 28 - 5120
■在宅介護支援センター TEL 58 - 8181
■玉城訪問ステーションたまき TEL 58 - 8117
■玉城居宅介護支援事務所 TEL 58 - 8822

休日・夜間当直室
58-8213

今月表紙は大晦日の田丸神社のかがり火
です。
かがり火は、罪、穢れ、不浄いっさいを
焼き払い、その火で餅を焼き食すると招福、
健康などといわれているものです。
今年一年みなさんのご健勝をお祈りいた
します。
なお、写真をご提供いただきました谷口
篤志さん（田丸）ありがとうございました。

2001.1     N
o.333

2月1日（木）
時間　9：30～12：00
場所　町保健福祉会館
対象　妊娠中の方・育児中の方
内容　中・後期の離乳食の献立と調査
料金　300円
＊ご希望の方は町保健福祉会館へお申し込みください

離乳食教室

2月8日（木）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　「親子エアロビクス」
＊ご希望の方は町保健福祉会館へお申し込みください
注：保健福祉カレンダーには2月13日（火）とありますが、
都合により変更させていただきました。

たまきっこ
くらぶ

1月15日（月）・2月1日（木）
時間　10：00～15：00
場所　町保健福祉会館
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

心配ごと
相談

1月23日（火）
テーマ　高脂血症
時間　14：00～15：30
場所　町保健福祉会館
＊ご希望の方は町保健福祉会館へお申し込みください

健康教育

1月25日（木）
時間　9：30～15：00
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３才までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子手帳をお持ちください

乳幼児相談

町税などの納期は、必ず期限を守って納めてください。
納期は次のとおりです。

●町民税（第4期）…1月31日（水）
お問い合わせは、町税務課へ
●国民健康保険料（第10期）…1月31日（水）
お問い合わせは、町福祉課へ

町税など
納期の
お知らせ

いきいき
クラブ

1月10日（水）・16日（火）・22日（月）
2月5日（月）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓迎します）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

広報たまきは再生紙を利用しています

1月17日（水）
受付時間　13：00～13：30
場所　町保健福祉会館
対象　平成11年4月1日～5月31日生まれのお子さん
＊該当児には、個人通知します

1歳6ｶ月児
健康診査


